
 
 

令和元年度 

「ふれあい地域懇談会」報告書 
 

 

＜ 深沢地域 ＞ 

 

日      時 令和元年７月12日（金） 午後３時～５時 

場      所 深沢学習センター ホール 

出  席  者 自治・町内会代表 26団体：26名 

地域団体代表  ３団体：３名  計29名 

鎌倉市           10名 

内      容  

第 １ 部 市長からの説明.......................................P. 1 

「鎌倉の目指すまち～SDGs の実現に向けた取り組み、 

共生社会の実現に向けた取り組み」 

第 ２ 部 地域の懸案事項に関する報告...........................P.19 

① 深沢地区の治水事業について 

② 野村総合研究所跡地利用について 

③ 支所機能の集約について 

第 ３ 部 本年度の地域の議題に関する懇談 ......................P.27 

① 深沢地域整備事業（ＪＲ跡地）の進捗状況と、今後のまち 

づくり計画の展望について 

② 市役所本庁舎移転計画の進捗状況と、今後のスケジュール 

について 

③ 市営住宅集約化事業の進捗状況と、今後のスケジュールに 

ついて 

④ 今後のごみ処理計画等について 

⑤ 深沢地域へのミニバス交通網の充実について 

⑥ 防災無線を使った防犯情報の提供について 

⑦ 深沢交差点、深沢支所西交差点について 

⑧ 民生委員の定年制について 

⑨ 避難行動要支援者名簿について 

⑩ ＪＲ引込線の活用について 

付  録 当日配布資料.........................................P.59 

 



 

 

出席者名簿  （敬称略） 

 

【自治会・町内会等】 

 団      体      名 氏    名 備    考 

1 梶原町内会 石井 晶正 会長 

2 梶原山町内会 加藤 洋 会長 

3 大峯自治会 島崎 亮平 会長 

4 いづみ自治会 相馬 基 会長 

5 寺分町内会 岩壁 勇 会長 

6 大平山丸山町内会 毛利 良男 会長 

7 西寺分自治会 矢沢 英夫 会長 

8 大船ダイヤハイツ管理組合 小宮山 剛久 会長 

9 富士塚アパート連合自治会 長川 大介 会長 

10 山崎町内会 髙井 久雄 会長 

11 ダイヤハイツ鎌倉自治会 松下 司  

12 上町屋町内会 内海 昌之 会長 

13 笛田町内会 田島 重雄 会長 

14 笛田東芝町内会 甲斐 由介 会長 

15 琵琶苑自治会 佐々木 紀一 会長 

16 打越町内会 山田 洋美 会長 

17 鎌倉山萩郷自治会 嶋田 鉄己 会長 

18 常盤町内会 矢澤 基一 会長（司会） 

19 住友常盤自治会 大竹 シヅヨ  

20 湘南常盤マンション管理組合 大島 定太郎 会長 

21 湘南深沢マンション管理組合 久住 悦子 会長 

22 鎌倉うぐいす山自治会 小林 雄祐 会長 

23 山崎西町内会 鈴木 正誼  

24 フォルム鎌倉常盤管理組合 小島 淳子 会長 

25 グレーシア鎌倉寺分自治会 坂本 亘  

26 仲之坂町内会 森 芳文 会長 

 

【その他の団体等】 

 団      体      名 氏    名 備    考 

1 深沢地区社会福祉協議会 加藤 晃  

2 第五地区民生委員児童委員協議会 山崎 博夫  

3 第六地区民生委員児童委員協議会 宮田 進  

 

 

 

 

 



 

 

【鎌倉市】 

 役              職 氏    名 備    考 

1 鎌倉市長 松尾 崇  

2 共創計画部長 比留間 彰  

3 行政経営部長 奈須 菊夫  

4 防災安全部長 長﨑 聡之  

5 市民生活部長 齋藤 和徳  

6 健康福祉部長 内海 正彦  

7 環境部長 能條 裕子  

8 まちづくり計画部 前田 信義  

9 都市整備部長 樋田 浩一  

10 深沢支所長 下平 和彦  



 

第１部 市長からの説明 

 【全地域共通】  
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第１部 市長からの説明に対する意見・質疑 

 

＜湘南深沢マンション管理組合 久住会長＞ 

ごみを削減するにあたり、生ごみと紙おむつをリサイクルすることについて、具体的にどういうこ

とか説明いただきたい。 

 

＜松尾市長＞ 

紙おむつは、有料袋ではない袋で出していただいているが、市で回収した時に紙おむつは燃やすの

ではなくリサイクルするルートにし、燃やすごみから減らすことを考えている。実際に、日本でも紙

おむつだけを処理する施設の実験が始まっている状況である。このような施設を鎌倉市でつくるのか、

民間事業者に処理をお願いするかは検討中である。 

生ごみについては、今泉の焼却施設の跡地に施設をつくる方針である。手法としては、土に生ごみ

を入れて減容化していくというローテクな方法で非常に費用が安い。このやり方で進めていきたいと

いうことを、今泉の地元の方々に説明をしている段階である。 

 

＜梶原山町内会 加藤会長＞ 

いま市長が説明したことは非常に野心的な取組である。2029 年までに３割まで燃やすごみを減ら

すという、野心的なだけにこのとおりに進まない危険性もあると思う。今この時点で、出来るか出来

ないかの結論は出ないが、そこに向かって進んでいくというのは良いと思う。しかし、これから 10

年間くらいは年に１回で良いので、必ずどこまで進んでいるのか、どのような見通しになっているか

を市民に知らせる取組を継続してほしい。７、８年経ってから、やはり技術的に難しいということで

市民が直前に知らされるという状況になるのはよくない。民間の施設といっても、どんな事業者でそ

の施設がどこにあるのかなども気がかりだろうし、事業者が鎌倉に焼却施設をつくるとなればその近

くの住民が困ることになる。今、全部が決まっていないのは仕方がない。毎年、予定どおり進んでい

るか、また修正が必要なのかどうかを継続して市民に知らせてほしい。 

 

＜松尾市長＞ 

継続して報告させていただく。 

 

＜富士塚アパート連合自治会 長川会長＞ 

昨日、第３次鎌倉市総合計画４期基本計画の素案で人口減少について言及されていた。今日は人口

減少に対する対策に触れていなかったが何か具体的な対策はあるか。 

 

＜松尾市長＞ 

人口について、我々としては緩やかな減少にとどめる方向性をもって進めているところである。こ

れからは日本全体が人口減少という中において、鎌倉だけが爆発的に人口が増えることはないと考え

ているが、とは言え極端な人口減少となると市の財政状況も含めて非常に厳しくなってくる。我々と

しては、鎌倉に住み続けていただくことが重要であるが、その際にウィークポイントになるのが鎌倉

16



 
 

で働くということだと考えている。「働くまち」をひとつ大きなテーマとして取組を進めているとこ

ろであり、企業誘致等、また深沢のまちづくりでもそのような考え方を盛り込んでいる。それにあわ

せてテレワークという形を用いて鎌倉で仕事ができる環境づくりに力を入れて進めている。 

 

＜富士塚アパート連合自治会 長川会長＞ 

具体的な計画値があれば教えてほしい。 

  

＜松尾市長＞ 

具体的な人口数値は今後実施計画をつくっていく中で示していくことになる。方向としては緩やか

な減少を目指している。 
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第２部 

地域の懸案事項に関する報告 
 

深沢－R１－１ 深沢地区の治水事業について 

深沢－R１－２ 野村総合研究所跡地利用について 

深沢－R１－３ 支所機能の集約について 
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番 号

テ ー マ

概 要

担 当 部 課

添付資料

テーマに係る進捗状況について

深沢地域（手広地区・笛田地区）の浸水被害を軽減するために平成20年度
（2008年度）に鎌倉市下水道総合浸水対策計画基本計画を策定し、大塚川から
新川への分水を計画しました。

平成30年度（2018年度）は、実施（詳細）設計を開始し、地下埋設管に関す
る協議を関係企業と行うとともに、関係権利者の理解と協力に向けた面談を行
いました。

令和元年度（2019年度）は、引き続き実施（詳細）設計や関係企業と協議を
行うとともに、権利者と用地取得に向けた協議・調整を進め、事業の実現に向
け取り組んでまいります。

令和元年度ふれあい地域懇談会　第２部　進捗状況報告書

深沢‐Ｒ１‐１

深沢地区の治水事業について

大塚川の新川への分水計画について、進捗状況はどうか。

都市整備部　下水道河川課
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第２部 「地域の懸案事項に関する報告」に対する意見・質疑 

 

① 深沢地区の治水事業について 

＜梶原山町内会 加藤会長＞ 

計画完了の目標の時期を教えてほしい。 

 

＜都市整備部 樋田部長＞ 

現在用地を取得するために地権者と交渉をさせていただいている。用地取得ができた後に概ね６年か

けて工事をしていく予定である。 
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番 号

テ ー マ

概 要

担 当 部 課

添付資料

テーマに係る進捗状況について

梶原四丁目用地（野村総合研究所跡地）は、平成29年度（2017年度）に策定した
「鎌倉市公的不動産利活用推進方針」において、当該地の利活用の基本方針を「自
然環境を生かした利活用（市民への開放を含む）と企業誘致」と定め、平成30年度
（2018年度）に当該基本方針の実現に向けて、事業手法等の調査を実施したところ
です。

令和元年度（2019年度）は、利活用の基本方針及び事業手法等の調査結果に基づ
き、当該地を利活用する事業者の公募を予定しています。

なお、敷地内の橋については、平成30年度（2018年度）に橋の調査・補修設計業
務を実施しており、今後、事業者公募や補修等のスケジュールなどを考慮した上
で、早期の一般通行再開に努めてまいります。

令和元年度ふれあい地域懇談会　第２部　進捗状況報告書

深沢‐Ｒ１‐２

野村総合研究所跡地利用について

昨年度は調査業務の発注準備を進めており、年度内に調査
結果を得られる予定との回答であったが、橋の修繕状況を含
めた、野村総合研究所の跡地利用についてその後の進捗状況
はどうか。

行政経営部　公的不動産活用課
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② 野村総合研究所跡地利用について 

＜打越町内会 山田会長＞ 

野村総研の跡地の建物は、発掘した出土品などの文化財の保管場所として利用されているが、事業者

が決定したときに出土品はどのような扱いになるのか。 

 

＜行政経営部 奈須部長＞ 

出土品においては仮置きをしている状態である。今回の事業が進む中ですぐに別の場所に移す予定で

ある。 
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番 号

テ ー マ

概 要

担 当 部 課

添付資料

テーマに係る進捗状況について

各地域の支所においては、証明書の発行や市税等の収納等を行う窓口業務や市民
相談業務、地域支業務等を行っています。このうち窓口業務について、当初の計画
では平成31年度（2019年度）中に本庁舎への集約化を実施することとしていました
が、平成30年度（2018年度）に財政効果や行政サービスの代替手法等について検討
を重ねた結果、少し時間をかけて整理することとしました。

令和元年度（2019年度）も引き続き検討を行っているところであり、今後は、進
捗に併せて情報提供を行ってまいります。

令和元年度ふれあい地域懇談会　第２部　進捗状況報告書

深沢‐Ｒ１‐３

支所機能の集約について

昨年度は支所に地域支援業務を残すことを考えているとの
回答であったが、今後の予定はいかがか。

行政経営部　行政経営課
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③ 支所機能の集約について 

質疑なし 
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第３部 

 本年度の地域の議題に関する懇談 
 

深沢－R１－１ 
深沢地域整備事業（ＪＲ跡地）の進捗状況と、今後のまちづ

くり計画の展望について 

深沢－R１－２ 
市役所本庁舎移転計画の進捗状況と、今後のスケジュールに

ついて 

深沢－R１－３ 
市営住宅集約化事業の進捗状況と、今後のスケジュールにつ

いて 

深沢－R１－４ 今後のごみ処理計画等について 

深沢－R１－５ 深沢地域へのミニバス交通網の充実について 

深沢－R１－６ 防災無線を使った防犯情報の提供について 

深沢－R１－７ 深沢交差点、深沢支所西交差点について 

深沢－R１－８ 民生委員の定年制について 

深沢－R１－９ 避難行動要支援者名簿について 

深沢－R１－10 ＪＲ引込線の活用について 
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番　号

テーマ

内容詳細

担当部課

議題に対する回答等

①事業スケジュールの遅れにより、これまで、権利者をはじめ、地域の皆さんに
は、不安な思いやご心配をお掛けしており、大変申し訳なく思っています。

平成30年（2018年）12月27日に、神奈川県、鎌倉市、藤沢市の３県市で、鎌倉市
深沢地区と藤沢市村岡地区を一体施行で土地区画整理事業に取り組むことや新駅設
置をJR東日本に要望することなどの基本事項に合意しました。これを受け、足並み
を揃えた両市一体のまちづくりを推進するため、令和３年度（2021年度）に土地区
画整理事業の都市計画決定を行うこととしました。神奈川県、藤沢市としっかり連
携し、確実に事業推進が図れるよう取り組んでまいります。

令和元年度ふれあい地域懇談会　第３部　回答票

深沢‐Ｒ１‐１

深沢地域整備事業（ＪＲ跡地）の進捗状況と、今後のまち
づくり計画の展望について

①深沢地域整備事業の都市計画決定が、また３年も延期され
た。権利者をはじめ、地域の住民は長い間待ち続けている。
整備事業全体の進捗状況と今後の具体的なスケジュールは。
②村岡新駅設置の検討状況と、今後のスケジュールは。
③跡地の大半を占めるＪＲとの事業実施に向けた、現在の調
整状況は。
④ＪＲからは、どのような用途の建物などを建てたいか要望
はあるのか。
⑤どのような用途の建物を建て、どのようなイメージのまち
にしたいのか、市としての検討は進んでいるのか。
⑥将来人口計画の検討状況は。平成２２年の土地利用計画
（案）では3,100人であったが、現段階では、概ねどのくらい
の人口定着を想定しているのか。
⑦６月までポップサーカスの暫定利用をＪＲ用地で実施して
いたが、反響はどうだったのか。また、何か問題（悪影響）
はあったのか。
⑧ＪＲ用地と市有地の今後の暫定利用計画の方針は。また、
具体的な計画はあるのか。

まちづくり計画部  深沢地域整備課
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添付資料

議題に対する回答等

②村岡新駅については、平成30年（2018年）12月に、３県市で組織した「村岡新駅
（仮称）設置協議会」において、JR東日本への要望や設計等に関する協議を進める
こととしました。平成31年（2019年）１月18日には、３県市でJR東日本に対し、新
駅設置の要望等を行い、前向きな回答を得ています。これを受け、今年度から来年
度にかけてJR東日本が概略設計を実施する予定であり、今後は、令和２年度（2020
年度）の概略設計において算定される、新駅設置にかかる概算費用等を踏まえ、３
県市で新駅設置の見極めを行う予定です。
③土地区画整理手法による深沢地域の事業実施については、これまでもJR東日本の
理解を得ており、今後も、事業の重要なパートナーとして同社との連携を図ってい
きたいと考えています。
④具体的な建物の種類等については、都市計画決定以降の協議となりますが、深沢
地域のまちづくりのコンセプトに沿った施設の立地誘導を図っていきます。
⑤まちづくりのテーマを「ウェルネス（健康生活拠点の整備）」とし、鎌倉の未来
を支える新しいまちづくりを具体化するため、市長の諮問機関として「深沢地区ま
ちづくり方針実現化検討委員会」を設置し検討を進めています。

現在、まちづくりコンセプトの具体化や、これを踏まえた土地利用計画の再点検
などを行っており、今後、この委員会からの答申などを踏まえ、将来のまちのイ
メージを市民の皆様にお示ししてまいります。

なお、同委員会から７月１日付けでコンセプトの考え方や土地利用計画について
中間答申が提出されています。

⑥現時点では概ね2,000人から3,000人と想定しています。都市計画決定手続きに係
る関係機関協議を進める中で確定してまいります。
⑦公演前には周辺の交通渋滞を心配する声も聞かれましたが、公演開始日と大型連
休中など、市職員が現地の混雑状況等を確認したところ、特に大きな混雑等は見ら
れませんでした。
　深沢地域の賑わいづくりに資するイベントであったと捉えています。
⑧JR用地と市有地の暫定利用については、地域の賑わいの創出のため、事業に支障
のない範囲で暫定利用を続けていきたいと考えています。

JR東日本からは、サーカス公演以降も積極的な土地活用に努めていきたいと聞い
ています。また、市有地については、今年の３月以降、深沢地域整備事業用地の北
部において、山崎保育園仮園舎用地として活用し、８月開園を予定しています。
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① 深沢地域整備事業（ＪＲ跡地）の進捗状況と、今後のまちづくり計画の展望について 

＜梶原町内会 石井会長＞ 

本年 1月 18日に神奈川県、藤沢市、鎌倉市は、ＪＲ東日本に対して村岡新駅設置の要望を行い、Ｊ

Ｒ東日本からはしっかり対応するとの回答があった旨、新聞報道があった。さらに、深沢地域のまちづ

くりの早期実施に関する陳情が議会に提出され、６月議会で採択されたと聞いている。３点質問させて

いただく。 

質問の１つ目は、ＪＲ村岡新駅は今年度予定通り作業が進んでいるのかということである。村岡新駅

とＪＲ跡地整備の話は聴こえてからかなりの年月が経過したが、未だ施設の姿はなく空間が見えるだけ

である。鎌倉市、藤沢市、神奈川県、ＪＲが村岡新駅設置に向けて動いた本年は、深沢地域整備事業を

実現する重要な時だと思う。村岡新駅から柏尾川に橋をかけ、モノレールの湘南深沢駅まで道路ができ

るとの新聞報道がある本年が最後のチャンスと捉え、鎌倉市、藤沢市の２市、県、ＪＲ並びに市議会が

協力して村岡新駅のある深沢地区のまちづくりを早期に実現してほしいと願っている。７月のある新聞

では、内閣官房首相官邸の内閣官房参事官であった方が「深沢地域整備事業用地」の企画運営・広報戦

略などについての仕事をする鎌倉市の参与になられた旨の報道もあった。ＪＲ村岡新駅は深沢のまちづ

くりに大きく影響する施設であると思う。今年に入ってＪＲに新駅設置の要望が提出されていよいよ動

き出すと感じているが、予定通り作業は進んでいるのか。 

質問の２つ目は、村岡新駅から深沢までの移動方法並びに、広大な区域内の移動方法である。高い理

想を掲げ、未来の先端科学技術を駆使して実現していただきたく思う。自動で安全に動く自動車、車両

も実現している。家電量販店などでの買い物の支払いはスマートフォンで行う時代となった。交通系 IC

カードも実現し、現金による支払い方法から手持ちのスマートフォンで支払いが完了するキャッシュレ

ス社会が実現している。新しい深沢のまちづくりでは、村岡新駅からモノレール湘南深沢駅までの自動

運転による未来の交通機関の実現に向けた取組を進めるなど、広い区域内を自動運転で安全に移動でき

るよう新たな未来の深沢の実現を図ってほしいと願っている。 

スマートフォンの普及など、いわゆる IT社会になり、ハイテクノロジーがどんどん身近になってき

ている。最近では、自動運転が現実になってきたように思う。深沢の新しいまちでは、バスやタクシー

の移動には自動運転やもっと新しい未来の移動交通が整備されていくのか。たとえば、村岡新駅とモノ

レール湘南深沢駅の連絡はどうなっていくのか。何か検討はしているか。 

質問の３つ目は、深沢の土地区画整備事業用地に隣接する中外製薬株式会社が移転するとの新聞報道

があった。かなり広大な土地だが現時点で、中外製薬株式会社の移転について市長はどう考えている

か。未来を変えるのは技術の進歩でなく、市長と鎌倉市役所の強い意志とアイディアだと思う。深沢、

鎌倉の未来は今つくられていると思う。本年が未来を変えるその時だと思う。未来の大きな設計図を描

き、知恵を出し合えば未来は深沢に姿を現す。 

最後に、市長並びに鎌倉市役所には、次の 100年を担う市民と、鎌倉のあるべき姿を絶えず考えなが

ら村岡新駅の設置とＪＲ跡地の早期着手に着実に取り組み、深沢地区に市民が生き生きと楽しく暮らす

ことができる新しいまち、笑顔あふれるまちづくりの実現に向けた取組を進め、本当に目に見える先端

科学技術を取り入れた、新たな未来の実現をお願いする。市民のためになると信じることは信念をもっ

30



 

 

て断固として実現していただきたく、精一杯努力し、そして一日でも早く深沢地域整備事業が現実に開

始され、新しい深沢のまちづくりが実現し、新しい鎌倉の歴史が始まるように心よりお願いしたい。 

 

＜松尾市長＞ 

１つ目の村岡新駅の作業について、今年度から来年度にかけてＪＲ東日本で概略設計を行うことにな

っている。この結果がでて、新駅に掛かる費用がより詳細に出てくるので、それから藤沢市、神奈川県

と共に新駅をつくるかどうかの最終的な判断をして進めていく。大変時間がかかっていることについて

は申し訳なく思っている。御指摘のとおり神奈川県、藤沢市、ＪＲ及び国を含めて深沢の未来のまちづ

くりを進めていこうという方向性でしっかりとタッグを組めているので、このチャンスを逃したら次は

ないという思いで取り組んでいる。 

２つ目の移動手段等の御指摘については、現在、トヨタとソフトバンクが共同出資して設立されたモ

ネテクノロジー株式会社という、次世代自動運転を進めている企業と覚書を結び、深沢のまちづくりの

村岡とモノレール深沢駅との移動について、自動運転を含めた次世代型交通が考えられないか、一緒に

研究するところである。 

３つ目の中外製薬の移転については、戸塚駅南側に広大な土地を購入し移転するという情報は新聞掲

載のとおりである。我々もその情報を得てから、中外製薬と何度も話し合いをしている。我々として

は、マンションだけができるまちづくりはしてほしくない。深沢のまちづくりと連動するかたちで検討

したいと考えている。 

 

＜山崎町内会 髙井会長＞ 

まちづくりについて先の６月議会に早期の実現を望む陳情が出されたのは間違いないか。 

 

＜松尾市長＞ 

 間違いない。 

 

＜山崎町内会 髙井会長＞ 

区画整理事業として受けて２年遅れているが、３年目には必ず都市計画決定できるようにお願いした

い。この事業は深沢地域だけではなく、未来の鎌倉市全体を考えて重要な事業であると思うので、しっ

かりやっていただきたい。山崎では病院が玉縄へ移ったが、新たに来年には看護大学ができる。大船、

深沢間の新しい拠点になると考えており、活気あるエリアにしていきたい。先ほど回答もあったが、マ

ンションや民間企業、市庁舎等の高さなどがどうなるか、また敷地内にどのくらいのボリュームの建物

ができるのか、言葉だけではイメージがわかないないため、もう少し細かく、絵があればそれを見なが

ら説明していただきたいと思う。 

 

＜まちづくり計画部 前田部長＞ 

具体的な高さ等だが、現在は平成 28年 10月に策定した修正土地利用計画を皆様にお示しているとこ

ろである。それをもう少し具体化するため専門家と検討委員会を行い、今年中にお示ししてパブリック
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コメント等実施していきたいと考えている。ただ現時点では、あくまでも平面的な土地利用にとどまら

ざるを得ない。その後、令和３年度に都市計画決定した後にまちづくりのガイドラインを市民の皆様と

つくりたいと思っている。その際に広場の配置をどうするのか、また建物の高さについてはランドスケ

ープや地域の景観等を考えてどのように誘導していくのかなどルール決めていき、その中で具体的に示

していきたい。 

過去にガイドラインを皆さんとつくった際に、鎌倉では高さについて厳しく対応しているが、深沢に

ついてはメリハリをつけて高さ 31メートル、10階建てくらいは許容できるような地区にし、足元の空

間を空けて環境にやさしい街づくりをやっていくことを示した。今後、都市計画決定の後、具体的に市

民の皆様とどのような街をつくり上げるかのイメージを高め設定していく。 
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番　号

テーマ

内容詳細

担当部課

添付資料

議題に対する回答等

・本庁舎移転に係る検討状況については、現在まとめている本庁舎等整備基本構想
を令和元年度（2019年度）７月末頃に策定するとともに、その後、設計や工事を
別々に発注して整備する従来の手法や民間のノウハウを生かした官民連携による手
法等の事業手法調査及び基本計画策定作業に着手します。次年度以降は、選択する
事業手法により異なりますが、基本設計、工事等段階をもって進め、令和10年度
（2028年度）に開庁を予定しています。（令和元年６月24日現在）
・団体として反対としているものは把握できておりませんが、本庁舎移転に対し反
対の声があることは事実です。移転に関しては、歴史的な観点や防災面の受止め方
等により、現在地での建替えを希望する御意見がありますが、スケジュールを捉え
ながら、経緯等の周知に心掛けて進めているところです。
・深沢支所の窓口機能（証明書の発行等）は、コンビニ交付を活用していただく等
の対応を行い、廃止していく予定となります。また、地域支援機能、図書館機能等
に関しては、将来的には地域の拠点となる学校の建替に合わせ、学校の敷地内に複
合施設として統合し、多世代で使うことができる施設を計画していくことになりま
す。その後、深沢行政センターの全ての機能が移転した後の跡地は、売却・貸付等
を含め利活用の検討をすることになります。

令和元年度ふれあい地域懇談会　第３部　回答票

深沢‐Ｒ１‐２

市役所本庁舎移転計画の進捗状況と、今後のスケジュールに
ついて

・現在の本庁舎移転に係る検討状況と、今後のスケジュール
は。
・平成30年に深沢地区への本庁舎移転は、市民の中で議論に
なったが、その後も反対している団体などはあるのか。
・深沢地区への本庁舎移転について、現時点でも様々な意見
を聞くが、何が指摘されて問題となっているのか。
・深沢地域に本庁舎が移転したら、深沢支所は廃止となるの
か。廃止の場合は、その跡地はどうするのか。

行政経営部　公的不動産活用課
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② 市役所本庁舎移転計画の進捗状況と、今後のスケジュールについて 

質疑なし 
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番　号

テーマ

内容詳細

担当部課

添付資料

議題に対する回答等

市営住宅集約化事業の進捗状況については、第１次事業として、深沢クリーンセ
ンター用地の一部と笛田住宅用地に約350戸の建替えを行う計画としています。厳
しい財政状況を踏まえ、費用の縮減や支出の平準化等を目指し、民間活力を導入す
る手法であるPFI事業で実施する準備を進めています。

移転の時期については、深沢クリーンセンター用地では令和５年度（2023年度）
から、また笛田住宅では令和７年度（2025年度）からを予定しています。

移転に当たっては、民間事業者のノウハウを活用しながら、全ての居住者が円滑
に移転できるよう努めるとともに、福祉的な対応が必要な居住者については、福祉
関連団体と連携して対応してまいります。

また、入居者の構成につきましては、現在の入居者や全体の世帯構成に配慮して
決めることとになりますが、住戸タイプとしては１ＤＫタイプを全体の約２/３、
２ＤＫや３ＤＫといったファミリータイプを約１/３整備する予定としています。
具体的な住戸の間取りなどは、今後選定する事業者からの提案やノウハウを生かし
ながら決めてまいります。

令和元年度ふれあい地域懇談会　第３部　回答票

深沢‐Ｒ１‐３

市営住宅集約化事業の進捗状況と、今後のスケジュールについ
て

・市営住宅集約化事業の進捗状況は。
・入居者は高齢化している。今後の移転時期など具体的なスケ
ジュールは。
・現時点で計画している集約化事業について、単身者、ファミ
リー世帯等の入居者の構成はどのように考えているのか。

都市整備部　住宅課
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③ 市営住宅集約化事業の進捗状況と、今後のスケジュールについて 

＜笛田町内会 田島会長＞ 

クリーンセンターは一部残るが、どのタイミングまで残したままにするのか。 

 

＜環境部 能條部長＞ 

現在、集めたし尿を、深沢クリーンセンターを通して公共下水道に放流している状態である。収集し

ている世帯数は減っているがまだ必要な施設であるため、当面継続する。その後の計画は現段階では未

定である。用地は小さくなるが投入口についてはそのまま残すことを考えている。 

 

＜笛田町内会 田島会長＞ 

残るのはいいが、老朽化に伴い最終的にどのようにしようとしているのか。住宅は新しくなるが、古

い施設が残ったままであり、いざそれを壊す事になった場合住宅に影響はないのか。 

 

＜環境部 能條部長＞ 

具体的に将来どうするのかは決まっていない。壊す事になった場合は、周辺への影響があることも考

えられるため関連部局と詰めていく。 

 

＜打越町内会 山田会長＞ 

昨年度意見交換をして要望を受け入れていただいているようであるが、市営住宅の２DK、３DKの規模

数はそういったものを配慮した結果なのか。 

 

＜都市整備部 樋田部長＞ 

現在の入居者の状況及び、今後の人口推計を元に計画をしている。毎年募集をかけており、その状況

も踏まえて対応をしていかなければならない。一度決めたからといって確定させてしまうのではなく、

PFI事業で実施する際も適宜民間事業者と調整していく。 

 

＜打越町内会 山田会長＞ 

地元の自治会に過分な負担がかからないように、円滑な自治会運営ができるような世帯構成お願いし

たい。 
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番　号

テーマ

内容詳細

担当部課

添付資料

令和元年度ふれあい地域懇談会　第３部　回答票

深沢‐Ｒ１‐４

今後のごみ処理計画等について

①ごみ処理広域化の検討状況と、今後のスケジュールは。
②今泉焼却場での減容化の検討状況と、名越焼却場の今後の
スケジュールは。
③関連して、山崎浄化センター西側建物の上部利用の検討状
況と今後のスケジュールは。

環境部　環境施設課
都市整備部　下水道河川課

議題に対する回答等

①ごみ処理広域化については、２市１町でごみ処理広域化実施計画の策定に向け
て、全体の将来的な減量・資源化策と将来的なごみの量の推計、各市町の役割分担
などを協議しており、事務レベルでは、実施計画素案の内容はほぼ固まりつつあり
ます。今後、各市町内部の調整、議会や住民への説明等の進め方やその時期など、
足並みをそろえて行っていく必要があることから実施計画素案作成とともに協議を
行い実施計画の年内中の策定を目指します。

②生ごみ減容化施設整備については、鎌倉市生活環境整備審議会の意見を踏まえ、
今泉クリーンセンター連絡協議会で協議や説明を行ってます。平成31年（2019年）
４月10日に開催した協議会においては、今後、３町内会で市に対する意見等をとり
まとめた上で、再度、協議を行なうことを確認したところです。今後は周辺住民の
理解を得て、周辺への影響に十分に配慮しながら、小規模な施設から始め、本市に
最適な施設運営方法を見極めた上で、拡充して行きます。

名越クリーンセンターは、地元との協定により令和６年度（2024年度）末に稼動
停止を予定しているため、その後の利活用について、平成31年（2019年）４月24日
の名越クリーンセンター地域コミュニティー推進協議会で、ごみ処理施設として活
用したい旨説明しました。今後は、名越クリーンセンター地域コミュニティー推進
協議会を通じて周辺住民と協議を行い、理解を得て進めてまいります。（環境施設
課）
③山崎浄化センター西側建物の上部利用については、山崎浄化センター建設時の要
望を踏まえ調整を行ってきましたが、時間が経過していること等から地元の要望等
を改めて確認する必要が生じたため、平成30年（2018年）７月から山崎浄化セン
ター周辺自治町内会長等と協議を行っています。

今後も引続き上部利用の取扱いについては、地元と調整してまいります。（下水
道河川課）
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④ 今後のごみ処理計画等について 

＜常盤町内会 矢澤会長＞ 

名越の焼却施設の廃止後のごみ処理施設とは具体的にどのようなものか。 

 

＜環境部 能條部長＞ 

名越クリーンセンターは焼却を止めた後は新しい焼却施設はつくらず、ごみの中継施設としての利用

を考えている。二市一町の協議が整えば逗子市の焼却施設で燃やすことになるが、整わなければ民間を

含め自区外で焼却する計画である。そのために、一度鎌倉市内の可燃ごみを集約するための施設として

の利用を考えている。 

 

＜第六地区民生委員児童委員協議会 宮田氏＞ 

山崎浄化センターが地域と約束した事案はこれですべて解決できるのか。なぜ要望が叶えられなかっ

たのか教えてほしい。 

 

＜松尾市長＞ 

山崎地域の方に、山崎浄化センターをつくる際にいただいた要望があった。スポーツ施設だけでな

く、臭いなど近隣環境の問題もあり継続して取り組んでいかないといけないところである。スポーツ施

設の屋上利用については、明確に実施するべきだと考えている。これが実現できてこなかったのは、山

崎浄化センターが出来た後に地域との話し合いをしていく中で、行政の方が具体的な提案できなかった

ことに原因がある。 

山崎のみならず今泉や名越など、焼却施設や下水道施設をつくる地域で話を伺うと、当時約束してい

たことができていないということがあったため、これを解決しないと次に進めないということで話し合

いを継続しているところである。山崎浄化センターの上部利用については地域の皆さんと話し合いをし

ているが、新たな焼却施設の計画がある中では具体的な話にまで進まなかったのが現実である。今後、

地域の中で実現に向けた詳細な話し合いを進めていきたい。 

 

＜山崎西町内会 鈴木氏＞ 

山崎浄化センターの件は、上部利用に限定されては困ると一貫して申し上げている。もともとスポー

ツ広場があったが、その代替地をつくってほしいと 20年以上申し上げてきた。臭いの問題等は協議会

の中で一つひとつ解決をしてきたが、上部利用としてはテニスコートやフットサルの施設をつくりたい

との鎌倉市からの提案であるが、それはずっと我々が求めてきたスポーツ広場とは相容れないことをは

っきりしていただきたい。上部利用に我々が求めてきたスポーツ広場の件を含めてもらっては困る。 

 

＜松尾市長＞ 

確かに、当時あったスポーツ広場に代わるものを用意するという約束があった。しかし代わる土地が

周辺では全くないという状況の中で、山崎浄化センターの上部利用でそれを実現できないかという提案

をし、協議をしてきた。 
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＜山崎町内会 髙井会長＞ 

浄化センターについて、七里ガ浜浄化センター及び深沢クリーンセンターも最終的には山崎に全て集

約するのか。それと深沢地域整備用地の開発に伴い住宅が増えるが、その汚水の処理は山崎で行うとい

うことで、現施設ですべての処理をクリアできるのか。 

 

＜松尾市長＞ 

現時点では七里ガ浜浄化センターを廃止して山崎浄化センターに集約するという計画はない。将来的

にそのような検討をしていかなければならない可能性もあるが、正式に決定していない。 

 

＜山崎町内会 髙井会長＞ 

今後深沢地域整備用地の開発に伴い住宅が増えた際の処理はどうなるのか。 

 

＜都市整備部 樋田部長＞ 

その分は山崎浄化センターで処理していく。計画上は、深沢地域整備事業用地も見込んでいる。さら

に昨今、人口が減ってきていることと節水が進んでいることで、使用量が減ってきているので対応は可

能である。また、七里ガ浜浄化センターについては、旧鎌倉は七里ガ浜浄化センターが担っているた

め、震災等災害時等で活用していかなければならないと考えている。 

 

＜西寺分自治会 矢沢会長＞ 

ごみ処理問題は動きが早い。名越クリーンセンターがなくなるが、市営住宅が一度に 500戸移るため

風呂桶やガス釜など産業廃棄物が出るが名越クリーンターでは引き取ることが出来ない。また、引っ越

しに伴うごみが相当出るためそれらも含めて考えていただきたい。市営住宅移転はかなり規模が大きい

が、自分で処分するという話になっている。第一回の説明会では、引っ越しに伴い出たごみについて

は、自分で片付けるよう住宅課からの説明であった。移転補償費用に関しては国で決まっているとのこ

とであったが、現実的に考えかなりの量のごみが出る。また名越クリーンセンターも同じような時期に

なくなるため合わせて検討していただきたい。 

 

＜都市整備部 樋田部長＞ 

浴槽、風呂釜は入居時に個人で設置された分は個人で処分していただくが、移転補償費に撤去費用も

含まれている。 

 

＜西寺分自治会 矢沢会長＞ 

これだけ大規模であるのに、個人でどこに頼めば良いのか。住宅課に何回も言っているが、個人で片

付けろと言うがまだ使える物もある。建物はつくるから引っ越しは個人でどうにかしろというのはどう

なのか。名越クリーンセンターには、ごみの受け入れについての相談はないと言っている。市営住宅移

転については市の方針であるから言われたとおりに動くが、ごみの処分について自分たちがやれという

のはどうなのか。 
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＜都市整備部 樋田部長＞ 

市で発行している住宅ニュースのＱ＆Ａの内容で回答したが、ごみの対応についての詳細は担当とも

う一度確認する。 

 

≪後日対応 都市整備部 住宅課≫ 

 引越しに伴い発生する風呂桶やガス釜などの撤去処分業者につきましては、処分事業者の一覧表等に

てご紹介しますので、各自で依頼してください。また、引越日が一時期に集中しないよう入居者の方と

調整させていただきますので、引越しの日に合わせて順次処分をお願いします。 

 引越しにかかる全ての費用は、移転補償費の中で対応していただくとになります。そのため、個人が

所有している風呂桶やガス釜のほか粗大ごみ等の有料ごみが発生する場合は、この移転補償費の中から

充てていただくことになりますので、不要なものがありましたら日常的に整理するよう心がけていただ

きたいと考えています。 

 引越しに際しては、高齢者等で福祉的な対応が必要な方もいらっしゃいますので、入居者特性にも配

慮し、事業進捗の状況を勘案しながら進めさせていただく予定です。 

 

＜琵琶苑自治会 佐々木会長＞ 

先ほど、節水が進み使用量が減っているので処理量も減るという話があったが、水の量が減っても汚

物の量は減らないので勘違いしないようにしていただきたい。  

40



番　号

テーマ

内容詳細

担当部課

添付資料

議題に対する回答等

ミニバスについては、バス事業者に対して、機会を捉えて運行の拡充等について
意見交換を行っていますが、事業の採算性や運転手の確保が課題になっていると聞
いております。

他市においては、地域主体のＮＰＯ法人が乗り合いタクシーを運行する事例もあ
ることから、他自治体の取り組みを研究するとともに、中長期的な課題解決となり
ますが、本市では、現在、新たな移動手段を提供するため、次世代交通システムと
して期待されるMaaS※（モビリティ・アズ・ア・サービス）導入の可能性の研究を
進めているところです。今後、交通事業者の協力を得ながら交通課題の解決に向け
て検討してまいります。

また、高齢者の外出支援策として、社会福祉法人等が所有している送迎車両等を
活用した取り組みも始めたところです。

ミニバス交通網の充実について、各自治会等から要望をいただいた場合には、バ
ス事業者に働きかけをしてまいります。

※出発地から目的地までの移動ニーズに対して最適な移動手段をシームレスに（途
切れなく）一つのアプリで提供するなど、移動を単なる手段としてではなく、利用
者にとっての一元的なサービスとして捉える概念。

令和元年度ふれあい地域懇談会　第３部　回答票

深沢‐Ｒ１‐５

深沢地域へのミニバス交通網の充実について

・深沢地区では、高齢化が進んでいるが、深沢地域整備事業
の実施も控え、深沢地区へのミニバス交通網の充実を要望し
たい。現時点で、ミニバス交通網の充実について、何か検討
はしているのか。
・今後、ミニバス交通網の充実について、各自治会等から市
へ要望した場合、バス事業者などに働きかけてくれるのか。
・また、ミニバスに限らず、例えばマイクロバスなどを利用
したコミュニティバスの運行など、何らかの移動手段を導入
することは可能か。
・その際、市としてどのような支援ができるか。

共創計画部　交通政策課
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⑤ 深沢地域へのミニバス交通網の充実について 

＜大平山丸山町内会 毛利会長＞ 

２月に町内会全戸を対象にアンケートを取った。その結果８割の住民が、坂が多いのに免許を返納し

なければならない時期になっている等、交通に不安を持っていた。どうするべきか検討を重ねていると

ころだが、ミニバスの実現は厳しいし、モノレールへ行くための坂もきつい。４、５年をスパンに新しい

交通手段を模索しようと考えている。モビリティサービスの検討状況を教えてほしい。我々のような地

域も対象になっているのか。 

 

＜共創計画部 比留間部長＞ 

大平山丸山地区では先進的にまちづくりに取り組まれていると認識しており、課題について一緒に検

討させていただきたい。梶原台では利用者がいる時にはそこに車が回るという、オンデマンドを一部利

用されている。簡易なものではそのようなものを導入できないか、バス事業者に働きかけているところ

である。半自動運転やアプリの利用についてはどのように実現できるか研究しているところである。具

体的な場所についてはまだ検討していないが、全地域を対象に導入の可能性を MONET Technologies 株式

会社と協議しながらすすめていく。 

また、最近新聞で紹介されていたが、ゴルフ場のカートを大きくしたような 10人ほど乗ることができ

る電気自動車の実証実験が始まっている。運転手がタクシードライバーになるのか、地域の NPO 団体に

なるのか、それとも住民になるのか運営方法が模索されている。同じような住宅地は多くあるので導入

可能性を一緒に検討できればと考えている。 

 

≪後日対応 共創計画部 交通政策課≫ 

 先行的に実験する場所として、「鎌倉市オムニバスタウン計画」において「交通不便地域」に位置付

けた「二階堂・浄明寺地区」を対象に、セミデマンド交通の社会実験を行う予定です。これまで、地域

住民の方々との協議、交通事業者との協議を行っており、MONET Technologies株式会社とも持続可能な

仕組みなど 

について協議をしながら、具体的な社会実験の内容について検討を進めています。 

10人ほど乗ることができる電気自動車（グリーンスローモビリティ）の活用は、本市における課題解

決に効果的であることから、先進事例（実証実験）や具体的な運営方法などについて調査を行いまし

た。また、国土交通省の補助メニューを確認するなど、今後の実験・運用に向けた準備に取り組んでい

ます。 

また、これと並行して、福祉サービスとの連携の仕組みについても研究を行っているところです。 

 

＜大平山丸山町内会 毛利会長＞  

オンデマンドは便利だが、ボタンを押すと嫌な顔をする人がいるということで、あえて利用しないと

いう方もいる。また、導入するとなると、周りの協力も必要であるし、啓発活動をするなど我々も相当準

備が必要である。４、５年先に導入することとなったとしても、今やることをきっちりやっておく必要が

あるので御相談させていただきたい。 
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＜共創計画部 比留間部長＞ 

ぜひ意見交換をして持続可能なシステムを構築したい。事前アンケートでは利用するとの意見が多く

ても、導入後に全く利用されないとバス会社が大赤字になってしまうということもある。システムを含

めて御相談させていただきたい。 

 

＜琵琶苑自治会 佐々木会長＞ 

検討中と言っているが、スケジュールが見えない。ミニバスについて市役所に話をしてもバス会社に

要望するようにと言われるだけで、バス会社に言うと採算性がとれないからできないという話になる。

間を取り持って何かしようという市役所の姿勢が見えない。スケジュールをはっきりし、出来ないこと

も含め、今何をやっているのか見せていただきたい。様々検討されているとのことであったが、どういう

メンバーで、どういう研究をして、どういう結果が出ていて、何をいつまでにやるのか、スケジュールと

達成度をホームページで毎年出していただきたい。 

 

＜共創計画部 比留間部長＞ 

具体的なスケジュールはまだない。鎌倉市内には交通不便地域が２箇所ある。以前ミニバスを整備し

ていく中で、移動困難な地域として大町周辺と二階堂、浄明寺の辺りの対応に取り組んできたが、実証実

験を行ったところ採算が合わなかったため実施に至っていない。最近新しいシステムができ、また、社会

福祉法人との連携事例など新たな取組が出来てきたため、それらを含め検討を進めていきたい。このた

め地域住民の方々と協議を行いながら短期、中期に分けて課題解決に取り組んでいきたい。また、どのよ

うな検討をしているかをホームページや広報等でお知らせしていきたい。 

 

＜琵琶苑自治会 佐々木会長＞ 

話は分かるが、未だ具体性はない。新しい方式が出てきたというが、それをやるためには何が足りない

とか、何をやるべきなどを話し合って、見えるようにしてほしい。誰が何をどこで努力しているか見えな

いのではどうしようもないので、よろしくお願いしたい。 

 

＜常盤町内会 矢澤会長＞ 

ミニバス等については、バス会社だけでなく NPO や福祉タクシーなどの事例をうまく参考にし、ミニ

バスより小さい単位でも何か対応していただければと思う。 
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番　号

テーマ

内容詳細

担当部課

添付資料

議題に対する回答等

振り込め詐欺等、特殊詐欺被害については、年々被害が件数、額ともに増加傾向
にあるのが現状です。

以前よりいただいている御要望については、こうした特殊詐欺対応に係る取り組
みの強化と認識し、効果が期待される注意喚起の取組手法を模索してまいりまし
た。

この結果、令和元年度（2019年度）からは、新たに本庁舎において、来庁者に向
けた、庁内放送、ロビーモニター及び電光掲示板による注意喚起、また、本庁舎、
各支所、各老人福祉センター、各スポーツ施設等における注意喚起ポスターの掲示
を行っているところです。特に、犯罪被害に遭いやすい高齢者に対し、地域包括支
援センターやみらいふる鎌倉、民生委員を通じたチラシの配布と注意喚起の声掛け
の準備を進めているところです。

御提案の防災行政無線を利用した注意喚起放送についても、これらの取り組みの
一環として、警察と連携し、周囲の環境に配慮しながら、令和元年（2019年）５月
から月１回の定期放送を開始いたしました。

今後は、こうした取組の成果を検証しながら、より効果的な取組の充実に向け
て、検討してまいります。

（資料１）　注意喚起ポスター（写真）
（資料２）　注意喚起チラシ

令和元年度ふれあい地域懇談会　第３部　回答票

深沢‐Ｒ１‐６

防災無線を使った防犯情報の提供について

総合防災課の管轄となっている防災無線を利用し、振り込
め詐欺防止等の放送を随時流して欲しいと、以前から要望し
ているが、現在の検討状況と実施の見込みは。

防災安全部　市民安全課
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⑥ 防災無線を使った防犯情報の提供について  

＜笛田町内会 田島会長＞ 

防災無線の件ではないが、振り込め詐欺対策には、自宅の電話に留守番電話装置を付ける事が一番良

いと聞いている。予算の関係上難しいかもしれないが、市の方で補助金などを考えてほしい。 

 

＜防災安全部 長﨑部長＞ 

すぐに補助制度をつくるのは難しいが、自助努力をしていただく中で、留守番電話装置が有効なもの

であるという周知は図るべきであると思っている。 

 

＜笛田町内会 田島会長＞ 

2,000～3,000円で付けられると話には聞くが、パンフレットなど見たことがない。それらも含めて情

報をまとめて市民に知らせてもらえると良いのではないか。 

 

＜防災安全部 長﨑部長＞ 

警察とも意見交換してどのようにすれば理解しやすいか、わかりやすさに重点を置いて検討したい。 

 

＜常盤町内会 矢澤会長＞ 

鎌倉防犯協会の役員会の中でも問題になった。具体的な情報は警察が持っているのでそれを連合町内

会で説明していただくなど、検討していきたい。 
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番　号

テーマ

内容詳細

担当部課

添付資料

議題に対する回答等

深沢交差点と深沢支所西交差点を繋ぐ道路については、深沢のまちづくりの視点
から混雑状況を確認するなど、現状把握に努めているところです。

この道路は、「深沢地域の新しいまちづくり基本計画」において、補助幹線道路
として位置付けており、土地区画整理事業の進捗によって生じる周辺道路整備の課
題と併せ、交通環境の改善に向けて取り組んでいきたいと考えています。（深沢地
域整備課）

なお、県道につながる市道の渋滞については、鎌倉警察署に確認したところ、歩
行者の安全対策として、深沢交差点の信号を歩車分離式に変更したことによるもの
とのことでした。（道路課）

令和元年度ふれあい地域懇談会　第３部　回答票

深沢‐Ｒ１‐７

深沢交差点、深沢支所西交差点について

深沢交差点、深沢支所西交差点の改良について、現在の検
討状況と今後の対応方針について。

県道とつながる市道部分に渋滞が発生しているが、それに
対する対応について。

まちづくり計画部　深沢地域整備課
都市整備部　道路課
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⑦ 深沢交差点、深沢支所西交差点について 

 

＜梶原町内会 石井会長＞ 

自転車の乗り方についてだが、子どもが高齢者にぶつかって怪我をさせ 7,000 万円から 9,000 万円ほ

どの賠償の判決が出る事件もあった。先日、深沢小学校に警察官が来て話を聞く機会がありその際にも

質問したが、法律として左側通行になっているが、実際は左側を走れないということもある。小学生は自

転車の乗り方教室などがありルールを学ぶ機会があるが、大人はそのような機会がなく今の法律を理解

してない。市民に対し広報かまくらや回覧などで、自転車の乗り方やルールについての啓発をしてほし

い。 

 

＜防災安全部 長﨑部長＞ 

子どもは学校で自転車教室を行っており、話を聞くと教わって良かったという感想が返ってくる。し

かし、御指摘のとおり大人は覚えていただく機会がない。法的には自転車は車両の一種であるため、何か

あれば運転者が罰せられることになる。事故にあった時の影響の大きさを認識していただかなければな

らない。また、警察官が注意するとかなり効果があり、また交差点に立っているだけでも抑止力になる。

子どもも大人も関係なくルールを守ってもらえるように取り組んでいきたい。 

 

≪後日対応 防災安全部 市民安全課≫ 

 小学生を対象とした自転車教室を実施する際、同行の保護者に対する講習の同時開催や自治会へ出張

講習を行うとともに、危険な自転車運転の通報等があった場合には、警察に連絡し、警察官によるパト

ロールを依頼しています。また、御提案いただいた広報かまくらについても、既に平成 31年 4月 1日

号、平成 30年 4月 1日号にて、注意喚起の掲載を行ったところですが、取り組みに係る具体的な成果

の確認は難しい状況です。 

現在、御提案にもありました、自治・町内会を通しての啓発チラシ回覧に向けて、準備を進めており

ます。 

今後も、継続的に安全・安心のまちづくりに向けた取り組みを進めてまいります。 
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番　号

テーマ

内容詳細

担当部課

添付資料

議題に対する回答等

民生委員児童委員の定年制については、民生委員児童委員協議会でも議論を行っ
ており、今年12月の一斉改選に向けて協議した結果、定年制維持を決めたところで
す。

また、平成30年度（2018年度）に民生委員児童委員に対して行ったアンケート調
査によれば、定年制について「現在のままで良い」と答えた方が全体の８割を占め
ました。

これら民生委員の方々の意思を尊重した上で、本市としましても、活動内容の見
直しや、効果的な民生委員活動の周知について検討を進めてまいります。

新任委員の推薦に当たりましては、自治会・町内会をはじめとした地域の皆様の
お力添えが不可欠となっておりますので、引き続き御理解・御協力いただきますよ
うお願いいたします。

令和元年度ふれあい地域懇談会　第３部　回答票

深沢‐Ｒ１‐８

民生委員の定年制について

民生委員の後継者が不足しているが、民生委員の定年制を
見直すことができないか。現在の検討状況と今後の対応方針
は。

健康福祉部　生活福祉課
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⑧ 民生委員の定年制について 

＜常盤町内会 矢澤会長＞ 

町内会長が民生委員を推薦する中で、後任がなかなか見つからないという話がありこのテーマを挙げ

た。 

 

＜梶原山町内会 加藤会長＞ 

民生委員何人かに、75 歳を過ぎて続けることが大変なので定年があった方が良いと言う結論になった

と聞いた。個人的に納得できないのは、75 歳を過ぎて続けなければいけないということではないし、定

年制を撤廃したらずっとやらなければいけないということでもない。定年を民生委員だけで決めている

が、後任を見つけなければならないのは町内会長である。 

かつては 60 歳で定年であったが、今は 65、70 歳近くまで仕事を続けているため、候補者が圧倒的に

少なくなってきている、欠員が出ていると、町内会長が言われ続けることが問題である。誰かが見つけて

くれるなら 75歳過ぎてまで無理にお願いしようと思っていないが、誰も見つけられなくて町内会長が責

められるのはどうかと思う。 

今回の回答については３カ月前に生活福祉課長に電話で話を聞いており、何も変わっていない。次期

改選までに３年あるので、それまでには検討していただきたい。 

 

＜打越町内会 山田会長＞ 

今年度は非常に苦労した。なぜ民生委員が大変かというと、鎌倉市は高齢者が多いため要支援者名簿

がどんどん増えている。そこを町内会役員と民生委員がペアになり一件一件御挨拶して状況を聞いて歩

いている。定員枠が決まっているため、体の調子が悪いと活動が停滞してしまう。定員についても見直す

必要があるのではないか。仕事内容が重くなってきている現状をどうするのか。 

 

＜深沢地区社会福祉協議会 加藤氏＞ 

民生委員児童委員へのアンケートで８割が現在のままでよいと回答したとあるが、それは当然の結果

である。仕事が非常にきつくなっている。 

今年は一斉改選の年だが、この地区ではまだ２名が決まっていない。また、民生委員を最初に推薦する

町内会長が民生委員の制度を理解してない方がほとんどである。一年で会長が変わる場合、会長の任期

が改選の年でない場合は民生委員の制度について全くわからない。町内会長の中には誰が民生委員かわ

かっていない人もいる。町内会長が決まった時点で、町内会長にどういう仕事があるのか、また民生委員

の制度についても３年ごとに改選があり、改選時には推薦しなければならないことなどを市が説明し、

次の町内会長に引継ぎがすぐにできるようなシステムをつくらなければ理解は難しい。毎年、市の方で

町内会長の仕事を説明する機会をつくるべきである。 

地区社協についてもなぜ会員にならなければならないのか、なかなか理解がいただけない人もいる。

町内会長はただ一年だけやればよいということでなく、詳しい仕事の内容も理解していただき、特に民

生委員の改選の年には講習を開くなどの対応をとってもらいたい。 
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＜常盤町内会 矢澤氏＞ 

自治町内会の地区を跨っている民生委員もいる。自治町内会の総会に民生委員を呼んで紹介するなど、

自治町内会においても民生委員について理解していけるようにしていただきたい。 
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番　号

テーマ

内容詳細

担当部課

添付資料

議題に対する回答等

平成28年度（2016年度）から、避難行動要支援者名簿を支援組織である自治会、
町内会に提供し、共助による支援体制の構築を進めています。昨年平成30年度
（2018年度）は、３回目の提供となりました。

お渡しする避難行動要支援者名簿は、自治会、町内会ごとに分け提供をしていま
す。その中でおおむね住所順に並べていましたが、データ取得状況などにより、完
全に住所順ではなく、御不便をお掛けしていました。

令和元年度（2019年度）は、避難行動要支援者名簿を作成しているシステムの入
替えを予定しており、その中で名簿搭載者を規則的に並べてお渡しできるように改
善を図ります。

令和元年度ふれあい地域懇談会　第３部　回答票

深沢‐Ｒ１‐９

避難行動要支援者名簿について

現在提供されている要支援者名簿は、毎年通し番号が変わ
り、実際に名簿を活用し加除等の作業をする側の使い勝手が
非常に悪い。何回か改善要望をしているが、現在の検討状況
と今後の対応方針は。

防災安全部　総合防災課
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⑨ 避難行動要支援者名簿について 

＜常盤町内会 矢澤会長＞ 

過去のアンケートから時間が経ち、要介護状態が進んで支援してほしいときどうすればよいか。 

 

＜防災安全部 長﨑部長＞ 

どんな形でも結構だが、随時名簿に追加していことは可能である。以前不同意であっても、御相談いた

だければ市のシステムに随時追加し、次にお渡しする名簿には掲載可能である。 

 

＜梶原山町内会 加藤会長＞ 

誰が追加になったかだけではなく、前年の名簿から誰が抜けたかも教えてほしい。 

しかし、本質的にはそういう問題ではない。名簿をいただくと町内会役員で手分けして調査するが、そ

れに３カ月程かかる。名簿は紙で処理するよう言われているが、無理がある。紙媒体以外でやらないとい

う署名までさせられている。私の町内会は２５０人ほどいるが、バインダーで２冊あり紙での管理は不

可能である。署名させているので万が一不祥事が起きたとき、市はセーフだと考えているだろう。データ

を作成しているとパソコンからの情報漏洩という可能性があるのも分かるが、データで管理が可能なシ

ステムを作成してほしい。必要箇所だけ印刷が出来るなど、総合防災課の管理の域を超えているかもし

れないが、市の方でも対応策を考えるべき。 

 

＜防災安全部 長﨑部長＞ 

御意見は最もである。この制度は平成 25年の法律改正で出来たものであるが、すでに６年経過してい

る。当初の国の方針として行っていたやり方であるが、今一度立ち返って今の時代に合ったやり方をス

ピード感持って模索したい。その際は御相談させていただく。 

 

＜山崎町内会 髙井会長＞ 

頂いた名簿と町内会の名簿と突合しているが、町内会の名簿は町内会費をもらっている方なので、１

割程度合致しない。アンケートを行う際に町内会員かどうか認識してもらってから手を挙げていただき

たい。 

 

＜防災安全部 長﨑部長＞ 

自治町内会に入っているのか否かは我々のデータではわからないが、御意見はもっともであると思う

ので検討させていただく。 

 

≪後日対応 防災安全部 総合防災課≫ 

自治町内会長からお話しをいただいたことも踏まえ、自治町内会への加入の有無を確認することを検

討しております。ただ、同名簿を管理するシステム改修が必要となり、予算を伴うことから、すぐの対応

は難しいところです。 

また、課題として、避難行動要支援者名簿への登載を申し出いただく際、加入している自治町内会名を
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記載して御提出いただく方法を過去に採用したことがあります。ただ実際には、自治町内会に加入して

いないにもかかわらず記載していたり、自治町内会名を誤っていたりすることが多く、データの取り扱

い方法についても検討する必要があります。 

 

＜深沢地区社会福祉協議会 加藤氏＞ 

自然災害の被災者への援助はあるか。 

 

＜防災安全部 長﨑部長＞ 

台風や地震などで家に損害が出た場合、国の「災害救助法」に適応すれば支援がある。また消防で現場

確認をして罹災証明が発行されれば、それを使用して損害保険に入っている場合には保険金が出る。ま

た福祉の方で災害の程度に応じて見舞金が支給される制度がある。 

 

＜深沢地区社会福祉協議会 加藤氏＞ 

詳細な話は防災安全部に聞きに行けばよいか。深沢地区社会福祉協議会では災害特別予算を長年積み

立てており、現在 591 万円ある。少し大きい災害がこの地区で起こったらすぐになくなってしまう金額

である。有効な使い方について、市での災害時の予算の使い方について伺ってから、検討したい。 

 

＜防災安全部 長﨑部長＞ 

災害が起こった際にはまず総合防災課に御相談いただければ、そこから福祉や市税の減免につないで

いく。 

 

＜深沢地区社会福祉協議会 加藤氏＞ 

要支援者名簿の件であるが、現在のやり方の紙媒体だと、自治会に配ったままその結果を市で掴むこ

とが出来ない。システムが構築されれば情報共有が可能になる。 

 

＜防災安全部 長﨑部長＞ 

現在の制度をつくる際にモデル地区として七里ガ浜自治会に協力していただいた。戸別訪問して聞き

取った結果、誰が支援をするのかまで個別支援計画のようなものを作成し市にフィードバックしていた

だき、市のシステムに落とし込んでいた。作業は膨大だがキャッチボールができるようになればシステ

ムが生きてくると思う。今後の要検討課題だと考えている。 

 

＜深沢地区社会福祉協議会 加藤氏＞ 

 そのキャッチボールを紙でやるのでは大変である。やはりシステム構築が望ましい。 
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番　号

テーマ

内容詳細

担当部課

添付資料

議題に対する回答等

・JR引込線（跡地）の今後の利活用については、神奈川県藤沢土木事務所と山崎跨
線橋南交差点の道路の目違いの解消に関するスケジュール等の協議を始めたほか、
令和元年度（2019年度）中に三菱電機株式会社鎌倉製作所周辺道路の拡幅に向けた
測量調査の発注準備を進め、地域課題の解決に向け検討してまいります。
・現時点で今後の具体的なスケジュールは確定していませんが、当該跡地の行政利
用と市民利用のゾーニング（用途や機能などによる区分）等を整理し、地域住民の
声を聴きながら、利活用に向けて検討を早期に進めてまいります。

令和元年度ふれあい地域懇談会　第３部　回答票

深沢‐Ｒ１‐10

ＪＲ引込線の活用について

・ＪＲ引込線用地を取得したと聞いたが、具体的な計画につ
いて、現在の検討状況は。
・今後、整備されるのはいつになるのか。具体的なスケ
ジュールは。

行政経営部　公的不動産活用課

57



 

 

⑩ ＪＲ引込線の活用について 

＜上町屋町内会 内海会長＞ 

ＪＲ跡地側に道路ができれば良いとの意見が地域住民からあるが、現段階で具体的な計画はあるか。  

 

＜まちづくり計画部 前田部長＞ 

三菱電機の南側を東から西に柏尾川、腰越大船線に抜ける道路については、モノレール脇の道路から

腰越大船線に抜ける道路が少ないということもあり、深沢のまちづくりの全体計画で、将来必要な補助

幹線道路と位置付け、まちづくりの進捗状況に応じて整備していこうと考えている。先の話にはなるが、

視野に入れて取組を進めていきたい。 

 

＜山崎西町内会 鈴木氏＞ 

住民の声を聞きながらと回答にあるが、いつから作業を開始し、いくつの町内会自治会がかかわるの

か。山崎浄化センターと鎌倉武道館の前の引込線だが、雑草が生い茂っておりその処理について伺った

ところ、時期を見て処理するということであったが、煙草の不始末によって火事になる危険性もある。い

つから住民との協議は始まるのか。 

 

＜行政経営部 奈須部長＞ 

しっかりしたお答えが出来ず申し訳ないが先の２箇所を進めている中で、その他の具体的な土地利用

の範囲や地域住民からの御意見を伺う時期などの予定はまだ決まっていない。なるべく早く答えられる

よう整理していくようにする。 

58



 

 

 

付        録 

 

当日配布資料 
 

 

 鎌倉市市政e-モニター登録のご案内 
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